
白山の自然を考える会 １１月運営会議報告 

２００６年１１月１０日（金） １８：３０ 会報発送作業  １９：４５～２２：３０ 運営会議 

参加者：高橋、山田、杉浦、深田、栗山、垣本、木村、竹中、北市、村上、加藤  以上１１名 
欠席連絡：米山、塚本 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           
          
          
 
 

 
 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 行事報告 

①１０／１５（日）白山ろく見て歩き（垣本） 
   参加者：６名（全員会員） 

感想等：山口一男氏による下田原での焼き畑の案内。その後、民俗資料館での

説明。ぼっか（強力）の話しなど。 
 
 ②１０／２２（日）チブリ尾根巡検（米山） 
   参加者：５名 
   感想等：草刈りはきちんとしてあり、とりたてて刈るところはなかった。稜線

部の人数を後２、３人は増やす必要がある。１１月末が１２月に今年

のまとめを行う。 
 
 ③１１／５（日）甲山自然観察会（村上） 
   参加者：１５名（会員９名、非会員６名） 

感想等：登山道の整備がなかった。今後は、出来るだけ事前の下見が必要だ。 
 

２ 行事予定 

 
３ 白山トンネル反対要請の報告（加藤・栗山・渡辺） 

   国交省では、熟度不足などという言葉ではぐらかされた感じがする。発言内容は

後退している。ただ、ルートの絞り込みはしていない感じ。環境省では、まだ把

握していない様子。Ａ，Ｂルートについては、国立公園内でありかなり高い基準

を求めることが出来るということであった。２月頃県に行き、調査内容や今後の

予定について聞きたい。 

 

４ 中飯場への一般車乗り入れ禁止要請の報告（高橋） 

  今後認可することがないようにしたいということであり、大丈夫だと思われる。 

５ 当会のパンフの内容の検討（木村） 

  来月には、完成に近いものが出せる。最終的な校正をしたい。 

６ 総会について（加藤） 

  富樫一次氏に依頼し、承諾を頂いた。「白山の虫」について講演頂く。 

   

７ 熊保護、県との交渉の件報告（高橋） 

  熊は奥山にはいなく、里山に増えているのではないか。地域住民の反対により、放

獣は出来ないが、ＧＰＳを埋め込んだ熊の放獣を試験的に行っている。 

 

８ その他 

・会報７２の反省（深田） 

・砂防ダム学習会の件（高橋） １２／８（金） １９：３０～２０：３０ 

講師：国交省  テーマ：砂防新道の崩壊について（予定） 

・岩屋俣谷のコモチカツラの件（栗山） 

   夏道が開かれ、ツアーが組まれているが、それを容認している森林管理署の曖

昧な対応に問題がある。近日に訪問したい。 

・次 回  １２月８日（金） １９：３０～ 砂防ダム学習会（予定） 

               ２０：４５～ 運営会議 

※なお、忘年会を１２月１５日（金）に行います。運営委員の皆さんご参加下さい。 

 １次会は、事務所のビル１階の居酒屋です。（１９：３０～） 

 

 


